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の
り(

憲) 

 
 

の
り(

法)  

 
   
 

コ
ラ
ム 

 

原
発
事
故
に
よ
り
、

土
地
、
田
畑
、
家
屋
、

家
畜
や
ペ
ッ
ト
、
そ
し

て
生
業
を
も
捨
て
て
避

難
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
人
た
ち
。 

い
ま
だ
故
郷
に
帰
る
見
通
し
さ
え

立
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

あ
れ
か
ら
１
年
。 

 

私
た
ち
国
民
は
、
多
く
の
犠
牲
と

と
も
に
色
ん
な
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。 日

本
列
島
の
ど
こ
で
も
巨
大
地
震

が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
津
波
の

威
力
の
す
さ
ま
じ
さ
を
知
り
ま
し

た
。 そ

し
て
、
現
在
の
人
間
の
知
識
や

技
術
で
は
「
原
発
を
安
全
に
制
御
」

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
や
、
保

管
場
所
の
決
ま
っ
て
い
な
い
放
射
性

廃
棄
物
を
何
万
年
も
保
管
し
続
け
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。 

日
本
に
は
原
発
に
代
わ
る
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
豊
富
に
存
在
す
る
こ
と

も
知
り
ま
し
た
。 

原
発
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
巨
大
な

も
う
け
を
放
棄
し
た
く
な
い
原
発
推

進
者
た
ち
。
何
と
し
て
も
原
発
を
再

稼
働
し
て
、
原
発
が
必
要
だ
と
世
論

を
つ
く
り
た
い
の
が
本
音
で
し
ょ

う
。 ５

月
５
日
、
北
海
道
電
力
泊
原
発

が
停
止
す
れ
ば
、
原
発
は
す
べ
て
停

止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

原
発
再
稼
働
を
許
さ
な
い
、
未
来

に
希
望
が
も
て
る
「
こ
ど
も
の
日
」

に
し
ま
し
ょ
う
。
（
Ｍ
） 

億
円
）
は
一
般
会
計
な
ど
に
組
み
入

れ
、
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
に
は
使

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
県
立
こ
ど
も
病
院

の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
の
移
転
計
画

は
、
医
師
会
な
ど
県
民
の
反
対
を
無
視

し
て
い
ま
す
。 

 

教
育
で
は
、
競
争
の
激
化
、
通
学
費

増
、
通
学
時
間
の
拡
大
な
ど
問
題
が
多

く
反
対
の
声
が
強
い
高
校
の
通
学
区
統

合
・
拡
大
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

相
変
わ
ら
ず
大
企
業
優
遇 

 
 

 

ム
ダ
な
大
型
開
発
は
温
存 
 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
社
な
ど
大
企
業
誘
致

補
助
金
は
24
億
円
を
計
上
。
一
方
、
中

小
企
業
予
算
は
殆
ど
融
資
ば
か
り
で
、

要
望
の
強
い
住
宅
リ
フ
オ
ー
ム
助
成
制

度
の
実
施
は
拒
否
し
続
け
て
い
ま
す
。 

 

投
資
事
業
全
体
で
は
、
１
９
９
７
億

円
（
前
年
比
１
０
０
・
５
％
）
を
計

上
。
事
業
費
６
千
億
円
が
見
込
ま
れ
る

播
磨
臨
海
地
域
道
路
や
名
神
湾
岸
連
絡

道
路
（
西
宮
市
）
の
建
設
に
向
け
た
調

査
費
も
。
三
菱
電
機
に
過
剰
な
補
償
金

を
支
払
う
園
田
西
武
庫
線
、
本
四
架
橋

へ
新
た
に
12
、
13
年
度
で
各
29

億
円

を
出
資
し
ま
す
。
但
馬
空
港
や
神
戸
空

港
、
関
西
国
際
空
港
へ
の
補
助
・
出

資
、
ダ
ム
建
設
な
ど
不
要
不
急
の
事
業

が
目
白
押
し
で
す
。 

 

消
費
税
増
税
を
要
求 

 

県
民
に
は
預
金
差
し
押
さ
え 

井
戸
知
事
は
、
国
に
一
貫
し
て
消
費

税
増
税
を
要
求
し
、
一
方
、
県
民
に

は
、
個
人
住
民
税
の
滞
納
整
理
回
収

チ
ー
ム
を
つ
く
り
職
員
を
市
町
に
派
遣

し
て
い
ま
す
。
あ
る
市
で
は
市
県
民
税

等
の
滞
納
者
に
対
し
、
わ
ず
か
数
千
円

 

「
行
革
」
の
名
で
削
減
が
続 

 

 
 

く
福
祉
、
医
療
、
教
育 

 

社
会
保
障
分
野
へ
の
冷
た
い
政
治
姿

勢
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
。
「
こ
ど
も
・

障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
」
の
所
得
制

限
の
改
悪
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
世
帯

で
最
も
収
入
の
多
い
人
」
か
ら
「
世
帯

合
算
」
に
変
更
。
今
年
７
月
か
ら
５
万

７
千
人
が
補
助
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
市
町
か
ら
も
強
く
要
求
さ
れ
て

い
た
基
金
の
取
り
崩
し
額
（
内
県
分
24

 

厳
し
い
暮
ら
し
が
続
く
中
、
兵
庫
県
に
は
地
域
経
済
の
活
性
化
や
社
会

保
障
の
充
実
な
ど
、
命
と
暮
ら
し
を
守
る
政
治
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。 

県
は
そ
の
役
割
を
発
揮
し
て
い
る
の
か
‐
11
年
目
を
迎
え
た
井
戸
県
政

の
政
治
姿
勢
を
２
０
１
２
年
度
予
算
か
ら
見
て
み
ま
す
。 

の
預
金
ま
で
差
し
押
さ
え
た
例
も
出
て

い
ま
す
。 
 

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
で
、
生
活
保
護

の
中
か
ら
小
額
返
済
を
続
け
て
い
る
女

性
に
一
括
返
済
を
迫
り
、
ま
た
障
害
者

の
自
動
車
税
・
取
得
税
の
免
除
対
象
者

を
重
度
者
に
限
定
し
、
１
万
８
千
人
が

負
担
増
に
な
る
な
ど
社
会
的
弱
者
に
も

容
赦
な
い
姿
勢
で
す
。 

 

県
民
運
動
で
実
現
し
た
成
果 

 

こ
う
し
た
中
で
、
県
民
の
運
動
や
、

「
県
政
の
会
」
の
加
入
団
体
で
あ
る
日

本
共
産
党
の
要
求
で
実
現
し
た
成
果
も

あ
り
ま
す
。 

80
億
円
も
の
誘
致
補
助
金
を
受
け
な

が
ら
尼
崎
工
場
の
大
幅
縮
小
を
し
た
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
社
に
対
し
、
県
は
12
億
６

千
万
円
の
返
還
を
請
求
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
私
た
ち
が
大
企
業
誘
致
中
心
政

策
か
ら
中
小
企
業
支
援
強
化
へ
の
転

換
、
補
助
金
の
返
還
等
を
要
求
し
て
き

た
こ
と
が
反
映
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
補
助
・

融
資
制
度
の
継
続
、
多
子
世
帯
保
育
補

助
の
増
額
、
住
宅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
補
助

の
対
象
者
拡
大
な
ど
が
実
現
し
ま
し

た
。 

 

知
事
が
代
わ
れ
ば 

 

県
民
の
暮
ら
し
も
変
わ
る 

 

税
金
の
使
い
方
を
変
え
れ
ば
暮
ら
し

は
守
れ
ま
す
。
不
要
不
急
の
公
共
事
業

な
ど
の
ム
ダ
使
い
を
や
め
れ
ば
、
福

祉
、
医
療
、
教
育
、
中
小
企
業
支
援
に

ま
わ
す
財
源
は
出
て
き
ま
す
。 

予
算
編
成
権
は
知
事
が
も
っ
て
い
ま

す
。
知
事
を
代
え
、
予
算
を
大
本
か
ら

県
民
本
位
に
組
み

替
え
れ
ば
暮
ら
し

を
守
り
、
憲
法
ど

お
り
の
県
政
へ
進

む
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

兵
庫
労
連
な
ど
が
開
い
た
学
習
会 



「
憲
法
県
政
の
会
」
は
３
月
24
日
、

ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
淺

野
弥
三
一
氏
を
講
師
に
、
「
改
め
て

『
災
害
と
防
災
』
に
つ
い
て
考
え
る
」

学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。 

副
題
は
、
「
災
害
を
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
る
か
↓
何
を
護
る
か
、
そ
の
防
御

策
を
如
何
に
組
み
立
て
る
か
」
で
す
。 

 
 

〈
講
演
か
ら
〉 

・
災
害
復
興
の
基
本
は
、
国
民
の
暮
ら

し
、
命
の
安
全
を
ま
も
る
こ
と
で
す
。

い
ま
「
安
心
、
安
全
」
な
ど
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
暮
ら
し
、
命
の
安
全
が

あ
っ
て
こ
そ
安
心
が
あ
る
の
で
す
。 

・
キ
ュ
ー
バ
で
は
、
１
９
８
０
年
代
に

つ
く
っ
た
徹
底
し
た
観
測
網
に
よ
っ

て
、
風
速
80
㌔
も
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
襲

わ
れ
て
も
、
家
は
失
わ
れ
て
も
人
命
は

失
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

・
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
者

と
し
て
、
い
ま
東
日
本
大
震
災
に
つ
い

て
も
「
整
理
す
る
」
時
期
に
来
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

・
災
害
に
関
す
る
観
測
技
術
は
進
ん
で

い
る
が
、
気
象
台
が
減
る
中
で
、
だ
れ

が
リ
ス
ク
に
責
任
を
も
つ
の
か
を
抜
き

に
民
間
事
業
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

・
災
害
論
や
災
害
科
学
が
蓄
積
さ
れ
て

き
た
が
、
大
学
の
独
立
法
人
化
な
ど
に

よ
っ
て
、
金
に
な
ら
な
い
研
究
が
止

ま
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。 

・
災
害
科
学
に
対
し
て
、
科
学
的
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
で
き
て
い
な
い
の

に
、
防
波
堤
を
高
く
す
る
な
ど
の
対
策

だ
け
進
め
て
い
る
の
は
科
学
的
で
は
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

・
日
本
列
島
は
海
、
山
、
川
の
災
害
の

リ
ス
ク
を
も
つ
世
界
で
も
極
め
て
め
ず

ら
し
い
国
で
あ
り
、
そ
の
特
性
へ
の
身

構
え
を
持
つ
教
育
、
地
域
を
ま
も
っ
て

い
く
考
え
が
蓄
積
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

歴
史
が
あ
り
ま
す
。 

・
多
少
の
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て
も
、
前

に
向
い
て
い
く
、
生
き
て
い
く
こ
と
が

地
域
の
人
の
共
有
認
識
に
な
っ
て
い
る

か
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

・
そ
し
て
、
予
知
、
防
災
技
術
の
地
域

共
有
の
認
識
を
高
め
る
こ
と
と
、
避

難
・
救
助
・
救
援
を
一
体
的
に
と
ら

え
、
人
間
を
護
る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、
被
災
地
の
「
高
所

移
転
を
ど
う
考
え
た
ら
い
い
の
か
」
な

ど
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 兵庫県は、県立こども病院の
ポートアイランド移転計画を２月

に発表した。 

 これに対して、医師会や保険医

協会、関係する医学会などから、

厳しい批判の声があがっている。 

東日本大震災の教訓からも、地域

医療の基幹となる医療機関を沿岸

地に移すことは、リスク管理に反

するものであるという、極めて常

識的な判断からである。 

 誰にでもわかるこの道理に対し

て、なぜ県はポーアイ移転に執着

するのか。この間の県の対応は、

きわめて異常である。 

 第１に、医師会が賛成していな

いにもかかわらず、あたかも医師

会も賛成しているかのような印象

を厚労省にあたえていること。 

 第２に、昨年８月に行った病院

「
放
射
能
の
心
配
を
聞
い
て
く
れ
る
だ
け
で
安
心
」 

原
発
事
故
県
内
避
難
者
へ
の
健
康
相
談
会
〈
兵
庫
民
医
連
〉 

Ｎ
Ｐ
Ｔ
会
議
に
呼
応
し
て
原

爆
展
開
催 

 

 

Ｎ
Ｐ
Ｔ
準
備
会
議
に
呼
応
し
て
、
各

地
で
日
本
被
団
協
が
作
成
し
た
原
爆
写

真
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

兵
庫
県
で
は
原
水
協
が
中
心
と
な
っ

て
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
準
備
中
。

署
名
と
原

爆
展
開
催

に

は
、
桂

米

朝

さ

ん
、
池

辺

晋
一
郎
さ

ん
な
ど
の

著
名
人
か

ら
も
賛
同

が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま

す
。 兵

庫
民
医
連
は
、
福
島
原
発
事
故
の

影
響
を
避
け
る
た
め
県
内
に
避
難
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
し
た
健
康
相
談
会

を
県
下
４
会
場
で
実
施
し
ま
し
た
。 

県
内
に

は
５
０
０

人
を
超
え

る
避
難
者

が
お
ら
れ

ま
す
が
、

住
所
が
把

握

で

き

ず
、
相
談

会
の
情
報

が
届
き
に

く
い
中
、

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や

知
人
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
情
報
を
得
て
、

４
会
場
に
合
計
12
組
の
家
族
が
訪
れ
ま

し
た
。 

「
心
配
で
医
療
機
関
に
相
談
に
行
く

と
『
大
丈
夫
』
と
言
わ
れ
、
神
経
質
な

母
親
と
い
う
扱
い
を
受
け
る
よ
う
で
相

談
し
に
く
か
っ
た
が
、
放
射
能
の
心
配

を
聞
い
て
く
れ
る
、
そ
れ
だ
け
で
安

心
」(

川
崎
市
か
ら
避
難
中
の
母
親)

、

「
子
ど
も
が
こ
れ
か
ら
幼
稚
園
に
通
う

が
、
そ
こ
で
出
さ
れ
る
食
べ
物
の
生
産

地
が
心
配
。
お
互
い
に
相
談
で
き
る
よ

う
な
サ
ー
ク
ル
が
あ
れ
ば
教
え
て
欲
し

い
」(

練
馬
区
か
ら
避
難
中
の
母
親)

な

ど
の
声
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
各
相
談
会
に
は
、
医
師
や
看
護

師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
対
応
し
ま
し
た
。 

災
害
復
興
の
基
本
は
、
国
民
の
暮
ら
し
、
命

の
安
全
を
守
る
こ
と
「
憲
法
県
政
の
会
」
学
習
会 

 

「憲法県政の会」 

 第８回定期総会のご案内 
 「憲法県政の会」は第８回定期総会を、次期選挙１年前

の総会として、政策づくり、候補者選考などの到達点を明

らかにし、諸課題についていっそうの前進をはかるため開

催します。 

 加入団体、地域の会のみなさん、会の目的に賛同する方

の積極的なご出席をお願いします。 

【日時】５月１６日（水）午後６時３０分 

【会場】神戸市勤労会館３０８号室 

建て直し計画のパブリックコメン

トでは、ポーアイ移転計画を明示

していないこと。 

 第３に、ポーアイに移転すれば

国から地域医療再生基金として30

億円が入ると試算しているが、逆

にポーアイ移転の場合は、神戸市

に土地代として２１億円を支払わ

ねばならず、現在の土地売却益と

して７億円を見込むが、もし売却

が進まなければ、国の30億円は、

それだけで泡と消える計算。儲か

るのは土地が売れる神戸市だけと

いう構図である。 

 医療者の反対を押し切り、県民

には情報を知ら

せず、費用も不

透明。こんな移

転計画が許され

るのだろうか。 

県立こども病院 

不可解なポートアイランド移転計画 

  

 

 

 

 

 
兵庫県の「３．１１」集会でも展示 


